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外の 450 名以上の患者の抗 NAE 抗体を解析中である．今回，十分な臨床情報が得られた 84 名の橋本脳

























 現在までに，国内外から 450 名以上（平成 20 年
度 総数 166 名，学外 152 名,海外 3 名）の抗 NAE
抗体を解析し，高い疾患特異性と診断上の有用性
が碓認されている． 
























ト由来培養細胞 HEK293 に導入・発現した後，Ni カ
ラムを用いて組み替え蛋白を精製した．組み替え



















































carboxry-terminal hydrolase L1，brain 





表１．抗 NAE 抗体陽性橋本脳症 84 例の臨床像   
・ 84 例中 37例で抗 NAE 抗体陽性（44%）． 
・ 年齢・性（以下 NAE 陽性/NAE 陰性）：平均年齢
58歳［28–85歳］/58歳［19–87 歳］）(二峰性分
布)，男：女 9:28/17:30 
・ 甲状腺：機能 正常 78%/68%，低下 3%/29%，亢進






/53%，中等度 24％/36%，軽度 24％/11%． 




88%/72%，頭部 MRI 異常：34%/40%，頭部 SPECT：
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